XENSIV™ PAS CO2の自動ベースラインオフセット補正および強制補正機能
自動ベースラインオフセット補正 (ABOC) および強制補正スキーム (FCS)
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XENSIVTM™ PAS CO2は光学システムです。他の光学機器と同様に、組立てプロセスで機械的なストレスにより、XENSIVTM PASCO2XENSIV™ PAS CO2センサは追加オフセットが発生される可能性があります。したがって、最高な精度を達成するにこれは、組立て後に特別なキャリブレーションスキーム、強制補正スキーム (FCS) か、または自動ベースラインオフセット補正 (ABOC) のいずれかを有効にする必要があります。このドキュメントは機能によって、通常は動作中に自動的に補正される限界オフセットエラー (一般的に+/-50ppm) になります。これは、組み立て後にセンサを再校正する必要がないことを意味します。特定のアプリケーションのユースケースでオフセットエラーの修正が必要な場合、デバイスは強制補正スキーム (FCS) をサポートします。これによって、お客様の組立ラインでの高速で費用効果の高いオフセットキャリブレーションを可能にします。
このドキュメントでは、これらのスキームの実装について詳しく説明します。
Scope and purpose
FCSとABOCの実装について、2つのアプリケーションシナリオを説明します。アプリケーションの要件に応じて、これら2つのスキームのいずれかを実装できます。
Intended audience
[bookmark: _Hlk53698930]XENSIVTM™ PAS CO2がを使用されるするアプリケーションのアプリケーションエンジニア、, システムエンジニア、, およびシステムアーキテクト。または、XENSIVTM™ PAS CO2の組立て及びおよび設置を担当するエンジニア。
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[bookmark: _Toc101342947]XENSIV™ PAS CO2のオフセット補正スキーム
XENSIVTM™ PAS CO2はリアルCO2センサで、既存のCO2センサソリューションのサイズ、, パフォーマンス、, および組立ての課題を克服したセンサです。本センサは独自の光音響分光法 (PAS) の概念に基づいて設計され、非常に小型化された光学機器が搭載されています。そのため、本センサこの高度なセンサは組立てプロセスで時に光源部にでのストレス発生により、組立後、追加のオフセットその特性に変化が見られる可能性があります。したがって、最高パフォーマンスを出すために、FCSまたこれは、センサの自動ベースラインオフセット補正 (ABOCのいずれかを使用し、このオフセットを) 機能によって、通常は動作中に自動的に修正するされる限界オフセットエラー (一般的に+/-50 ppm) になります。
特定のアプリケーションのユースケースでオフセットエラーの修正が必要がありますな場合、デバイスは強制補正スキーム (FCS) をサポートし、顧客の組立ラインでの高速で費用効果の高いオフセット補正を可能にします。どちらのスキームでも、リファレンスCO2濃度を参照する必要があります。リファレンスCO2値はリファレンスセンサから読み取ることができます読み出せます。あるいは、組立後、XENSIVTM™ PAS CO2を外気にさらし、平均外気の平均CO2濃度は400ppmと見なすことができます見なせます。次のセクションでは、これら2つのスキームについて詳しく説明します。
[bookmark: _Toc101342948][bookmark: _Toc100814682]強制補正スキーム (FCS) を使用したアプリケーションシナリオ
シナリオ1: 組立後、光源の特性がシフト組立/リフロー後、オフセットエラーを訂正
このシナリオではFCSはを、組立現場で組立てた後に実装することをお勧め推奨します。センサの精度を評価する前に、オフセットシフトを最小限に抑えるためにFCSを実行することをお勧め推奨します。
シナリオ2: アプリケーション条件では、外気のCO2濃度へさらすことが不可能が、ABOCスキームの主要条件を満たしていない
センサの生信号は、経年変化により時間の経過とともにドリフトする可能性があります。このようなドリフトを軽減するには、ABOCを実装することをお勧め推奨します。ただし、動作中にセンサが400 ppmのCO2最小ベースライン濃度にさらされないアプリケーションの場合、ABOCスキームの主要な条件は未達成です満たされません。したがって、このようなアプリケーションではFCSをが使用できます。ABOCは、アセンブリ関連のドリフトを1週間動作毎に最小限に抑えます。
[bookmark: _Toc101342949][bookmark: _Toc100814683]ABOC自動ベースラインオフセット補正を使用したアプリケーションシナリオ
組立て後の初期オフセットと動作中の経年劣化によって引き起こされる遅いよる緩やかなドリフトを修正するために、デバイスはABOCをサポートしています。たとえばします。つまり例えば、センサのサンプリング頻度が60秒に1回の測定であり、通常、週に少なくとも30分間連続して外気にさらされるアプリケーションのシナリオでは、ABOCを実装する必要がありますします。考えられる2つのシナリオを以下で説明します。
シナリオ1: 測定レートが30分以下以内に1回の測定として設定された場合、ABOCが正しく機能するには、センサをは1週間以内に少なくとも30分間連続して新鮮な外気にさらすされる必要があります。
シナリオ2: または、測定レートが30分以上にを超えて1回の測定として設定された場合、センサは少なくとも測定レートと同様に新鮮な外気にさらされる必要があります。たと例えば、サンプリング頻度が1時間に1回の測定である場合、センサは少なくとも1時間連続して外気にさらすされる必要があります。
FCS、またはおよびABOCはどちらもGUIを介してSensor2Goキットで簡単に使用できます。詳細については、このリンクからSensor2Goキットのユーザーマニュアルを確認してください。 
[bookmark: _Toc101342950][bookmark: _Toc100814684]FCSとおよびABOCの実装
[bookmark: _Toc101342951][bookmark: _Toc100814685]強制補正スキーム
FCSを実装する前に、センサをリファレンスCO2濃度に10個濃度下で3回の測定ポイント期間でさらすをする必要があります。参照リファレンスCO2濃度は、次の2つの方法で考慮することができます。
方法1: センサを屋外の新鮮な空気にさらし、屋外の平均CO2濃度が400ppmであることを考慮します。
方法2: 密閉されたチャンバー内でセンサを既知のCO2濃度にさらします。リファレンスCO2濃度は350ppmから91500ppm以内である必要があります。推奨されるリファレンスセンサについては、次の章で説明します。
FCSを実装するためには、CALIB_REF_HとCALIB_REF_Lの2つレジスタを適切にプログラムする必要があります。FCSが有効になっている場合 (MEAS_CFG.BOC_CFG = 10b)、デバイスは次の103回の測定を使用し、補正オフセットを計算します。センサ付近のCO2濃度が安定出来るするように、十分に待つことをお勧め推奨します。周囲の温度と圧力も安定している必要があります。したがって、10秒のサンプリングレートごとに1回の測定する場合、デバイスを少なくとも10030秒間でリファレンス濃度にさらす必要があります。103回の測定シーケンスが完了すると、デバイスは自動的に再構成されます再設定されます。新しく計算されたオフセットが適用され、後続のCO2濃度を測定します。FCSスキームの実装手法は、次フローチャートを、Figure 1通しに要約します。
FCSを実装する場合、デバイスの測定レートは10秒ごとに1回の測定である必要が完了あります。FCSを実装すると、動作モードABOCデータがリセットされ、デバイスは自動的にABOCモードに戻ります。
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[bookmark: _Ref100756667]FCSを実装するためのプロセスフロー。400ppmがリファレンス濃度と見なされています見なされます。
注意事項:	FCSをトリガーする場合、デバイスの測定レートは10秒に１回測定である必要があります。FCSを実装した後、ABOCデータはリセットされます。
[bookmark: _Toc101342952][bookmark: _Toc100814686]自動ベースラインオフセット補正
デフォルトのXENSIV™ PAS CO2では、ABOCオンが推奨動作有効の連続モードですで動作しています。毎週の動作で、デバイスはその期間に記録された最小値を追跡します。参照ベースラインリファレンスベースラインとのオフセットが計算され、それをベースに補正係数が計算されます。計算された補正係数が翌週の動作に適用されます。オフセットの更新頻度は、デバイスの累積動作時間に基づいており、センサのサンプリング周波数と関係ありません。ただし、デバイスの電源が完全にオフになっている (VDD3.3が存在しない印加されていない) 時間枠は考慮されません。オフセット計算スキームは、連続して (週ごとに) 計算される2つの補正係数の最大差が+/- 50ppm以内にとどまることを想定します。ABOCスキームの適切な動作を確保するために、セクション1.2で説明した関連スキームの設定が考慮されていることを確認してください。ABOCの実装はを、次の図を通し説明します使用して示します。
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ABOCの動作
最初のABOC更新の場合、キャッピングの仮定想定される補正値 (週ごとに連続計算された2つの補正係数の最大差は+/-50ppm以内にとどまること) は無効です。
ABOC補正を反映するには、デバイスが少なくとも1時間稼働する必要があります。
2.2.1	連続モードでのABOC操作
ABOCは、連続動作モードのみ使用できます。自動ベースライン補正が有効になる場合 (MEAS_CFG.BOC_CFG = 01b) の場合、最新の有効な計算された補正係数が適用され、測定されたCO2濃度値に補正します適用されます。オフセット補正は、レジスタCALIB_REF_HおよびCALIB_REF_Lにプログラムされた値に基づいて計算されます。
デフォルトのリファレンスCO2濃度は400ppmとみなされます。リファレンス値は、特定のアプリケーションシナリオ場合に対してのみに調整する必要があります。
[bookmark: _Toc101342953][bookmark: _Toc100814687]推奨リファレンスセンサ
リファレンスCO2センサとしてヴァイサラ (Vaisala)社製GMP343をお勧め推奨します。この製品の詳細については、製品ページまでをご覧ください。 
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本文書に記載された情報は、いかなる場合も、条件または特性の保証とみなされるものではありません（「品質の保証」）。本文に記された一切の事例、手引き、もしくは一般的価値、および／または本製品の用途に関する一切の情報に関し、インフィニオンテクノロジーズ（以下、「インフィニオン」）はここに、第三者の知的所有権の不侵害の保証を含むがこれに限らず、あらゆる種類の一切の保証および責任を否定いたします。

さらに、本文書に記載された一切の情報は、お客様の用途におけるお客様の製品およびインフィニオン製品の一切の使用に関し、本文書に記載された義務ならびに一切の関連する法的要件、規範、および基準をお客様が遵守することを条件としています。
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